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メッセ機
（1）欠席日数30日以上の児童生徒

（長欠報告）

R611月末 小 11名 中 40名
（R6 児童数 947名 生徒数 456名）

（2）「自分には良いところがある」
（児童生徒アンケート）

R6 小 83％ 中 84.2％

１ 推進地域の児童生徒の現状

（3）「学校が楽しい」
（児童生徒アンケート）

R6 小 83％ 中 83.5％

（4）「子どもは学校に楽しく通っている」
（保護者アンケート）

R6 小 90％ 中 85％

【R6年度の生徒の実態】

２ 目標、目指す子ども像

〇目標 １ 安心・安全で魅力ある学校づくりの推進 ２ 多様な学びの機会の確保と可能性の追求
〇目指す子ども像

１ 自己の状況を肯定的に捉え、努力を続けられる子ども
２ 自らの進路を主体的に切り拓く子ども



３ 今年度の取組

【ミニ研修資料】

（１）安心・安全で魅力ある学校づくりの推進



３ 今年度の取組

【校内教育支援センター「ペース」】

（２）多様な学びの場の確保

＊石狩市教育支援センター 「ふらっとくらぶ」
＊曜日や活動内容によって、「ペース」と「ふらっとくらぶ」と
「学級」を併用している事例もある。

☆南線小学校 校内教育支援センター「こころん」・通級指導教室



３ 今年度の取組

【7月全校】

（３）心と身体のチェックの利用

【10月全校】

67%

25%

7% 1%

自分の居場所がないように感じる

1 全くあてはまらない 2 あまりあてはまらない 3 ややあてはまる 4 よくあてはまる

   

   

    

               

                     

                



（１）安心・安全で魅力ある学校づくりの推進

①「みんなが活躍できる機会のある授業づくり」
「誰にとってもわかる授業づくり」を意識
〇自己存在感 〇共感的な人間関係の育成
〇自己決定の場 〇安全・安心な風土の醸成

②教職員間の情報共有
〇授業での教職員からの声掛け・ふるまい

４ 取組のポイント



（２）多様な学びの場の確保

①校務分掌に相談支援部を設置。

②学級担任・教育支援センター担当者・教育支援員が連携し、
本人・保護者の思いをくみ取る。

③活動については、生徒に意思決定をさせる。
（集会・行事の参加も）

④学級担任・教科担任と連携し、卒業後の進路に向けて支援
する。

４ 取組のポイント



（３）心と身体のチェックの利用

〇７月と12月の二者懇談・三者懇談の前に「心と身体のチェック」を行い、

「アセスメントツール」の個人票を分析したうえで学級担任が個人懇談を

行った。

〇全体的な傾向や変化については、学年部会などで分析した。

〇Q－U（年２回） いじめアンケート（年３回） 生徒アンケート（年２回）

４ 取組のポイント



５ 成果と課題

（1）欠席日数30日以上の児童生徒 （長欠報告）

Ｒ６ 11月末 小 11名 中 40名
Ｒ７ 11月末 小 ９名 中 35名

（Ｒ７ 児童数 896名 生徒数 471名）

〇微減‥‥小中共に多様な居場所づくりに取り組んでいる
各種アンケートなどで児童生徒の変容をとらえ、早い段階で学級担任が
声をかけ、気持ちをくみ取ろうとしている。

（2）「自分には良いところがある」（児童生徒アンケート・全国学調児童質問）

Ｒ６ 小 83.0％ 中 84.2％
Ｒ７ 小 79.1％ 中 85.7％

〇中微増‥‥「みんなが活躍できる機会のある授業づくり」や「適切な言葉かけ」
について、ミニ研修などを通して、全教職員が共通理解の上で授業づ
くりに取り組んでいる。いずれにせよ、今年度始めたばかりなので、
次年度も継続する必要がある。



５ 成果と課題

（3）「学校が楽しい」（児童生徒アンケート・全国学調児童質問）

Ｒ６ 小 87.0％ 中 83.5％
Ｒ７ 小 74.9％ 中 81.8％

（4）「子どもは学校に楽しく通っている」（保護者アンケート）

Ｒ６ 小 90.0％ 中 85.0％
Ｒ７ 小 93.0％ 中 85.7％

〇（3）小の減少については、Ｒ７が４月の全国学調の質問紙への回答であること
が影響していると考えられる。

（3）中も微減。今後も発達支持的生徒指導の観点から、「みんなが活躍できる
機会のある授業づくり」や「誰にとってもわかる授業づくり」に取り組んで
いく必要がある。

〇（4）保護者アンケートの結果は小中共に微増であるが、（3）との傾向にずれが
あることに留意。子どもが無理をしていないか。



６ 次年度以降の取組に向けて

〇新入生の引継ぎを丁寧に行い、保護者・本人の意向を踏ま
えたうえで新年度の取り組みを進める。

〇発達支持的生徒指導の観点から、「みんなが活躍できる
機会のある授業づくり」や「誰にとってもわかる授業づく
り」に継続して取り組んでいく。教科の指導については、
教科部会を中心に試行錯誤を重ねる。

〇相談支援部教育相談Co.を中心に、SSW・SC・教育支援員・
学習支援員・教職員が連携して「ペース」・「ふらっと」
など、子どもの居場所づくりをすすめる。

〇小中連携した取組を進める。


